
 

 

 秋田県では初めてとなる中高一貫教育校として、

また工業系の学科を持つ全国初の中高一貫教育校と

して、2004 年 4 月に開校した、秋田県立横手清陵学

院「21 世紀を主体的に生き抜く人材の育成」を教育

理念に掲げ、「豊かな心を持ち、地域への貢献に意欲

的に取り組む生徒」「国際感覚を身につけ、主体的に行動する生徒」「情報化社会の進展に

柔軟に対応できる生徒」「新技術の開発や活用に積極的に挑戦する生徒」を育てるため、人

づくりに通じる「ものづくり」教育を大切にする独自のアプローチを次々と展開し、県内

外から注目を集めています。 

 同校では、開校の準備段階より Hardlockey の導入を決め、4 年目を迎える現在も効果的

に運用されています。そこには、同校ならではのセキュリティに対する考え方が実践され

ているのですが、具体的にどういった内容で、どんな成果が教育現場にもたらされている

のかを、今回はレポートいたします。   

  

 

 「県内初、そして工業系学科を持つ学校としては全国

初の中高一貫教育校である特色を存分に活かし、社会の

国際化・情報化に対応した教育、人づくりに通じる「も

のづくり」教育を大切に、様々な取り組みを展開してい

ます。その成果の一例として、部活などの授業以外の生

徒たちの活動で、高校生が PC 教室を自主的に開いて中

学生に CG を指導するなど、異世代交流の実践の場とし

ても機能しはじめました」と、開校から 4 年目を迎え、

地域や生徒に根付く学校として動き出した、秋田県立横

手清陵学院の様子を話す、秋田県立横手清陵学院高等学

校の佐々木教頭。 

 同校では、県内初の中高一貫校として積極的に IT 導入を促進。普段の授業から道具とし

てコンピュータやネットワークが自由に使える環境を構築しています。「高等学校の方には、

1 部屋に 40 台設置したコンピュータ室を 3 室、1 部屋に 30 台設置した CAD 室を 2 室、普

通教室にはすべて無線 LAN を設置し、授業貸し出し用のノート PC を 40 台、計 220 台を

用意。教員用には生徒用ネットワークと VLAN（※1）で分離して 10 数台の共用端末を設

置。学生や部外者は教務情報などにアクセスできません。他にも事務処理用端末などを整

▲セキュリティの確保のため

に尽力された、加藤司先生。

その真摯な姿勢に、とても頭

が下がる思い。 



備して、誰もが自由に活用できる環境で運用しています」と、秋田県立横手清陵学院高等

学校 総合技術科の加藤先生は、同校の IT 環境を説明します。 

 そんな同校が、生徒、教員、事務スタッフらが、ストレスなく PC を使えることを大前提

に、いかに堅牢なセキュリティ体制を築いていくかというテーマに取り組み、その解決策

として選んだツールのひとつが、Hardlockey だったのです。 

  

※1 VLAN／Virtual LAN（バーチャル・LAN）のこと。域内ネットワーク（LAN）にお

いて、物理的な接続形態から独立した仮想的な端末グループを設定すること。LAN スイッ

チと呼ばれる機器を活用し、端末の持つアドレスや利用プロトコルなどに応じてグループ

化する。 

 

 

 実は、同校では Hardlockey が導入され、2004 年 4 月

の開校と同時に活用される予定でした。同校赴任時より

ネットワーク運用などを任される情報管理部の中心スタ

ッフとして動く加藤先生は、独自の視点で同校のセキュ

リティ・ポリシーやルール策定に着手。まず、ツールと

して導入されていた Hardlockey を使用する前に、情報

教育推進委員会（現：情報管理部）のメンバーで 2 ヶ月

間議論を重ね、最適な運用方法の模索から始めました。 

 「校内で扱う情報の重要度からセキュリティ・レベル

を分けて運用する方向で意見を集め、3 つのフェーズを

設定。普段の授業で扱う学習系、職員室で行われる授業

用の資料作成といった普段の業務系、生徒の成績処理を

するといった個人情報系と線引きし、非常に大切な個人

情報を取り扱う成績処理に関しては、成績処理専門端末

を設置して Hardlockey 認証で使用する仕組みにしまし

た」（加藤先生）。 

 いくら高機能で便利なツールがあったとしても、ヒュ

ーマンエラーの発生する余地が少しでも想定されるので

あれば、絶対にやるべきではない。加藤先生にはこんな

強い思いがありました。「個人の成績が万一、漏えいして

しまったら、その生徒の人生を左右することになってし

まう。それだけはなんとしても避けなければなりません。

そこで、物理的、論理的、空間的にセキュリティをかけ、

運用ルールも厳格なものにしました」（加藤先生）。 

▲「何よりも取り扱う個人情報

の重要さをしっかり認識するこ

とが大切」とおっしゃる佐々木

信子教頭。 

▲パソコン教室が複数あるの

も、この学校の大きな特長。

すべての教室に同等のセキュ

リティが施されている。 



 そこで同校では、まず、物理的・論理的には Hardlockey でセキュリティを確保。導入し

た 30 本のうち 10 本だけを使い、佐々木教頭の机に置いて、Hardlockey を使用する際は貸

し出し台帳に記入して使うというルールを策定。今、誰が重要情報を取り扱っているのか

をシステム側のログ管理だけでなく、必ず佐々木教頭が把握している状態での運用体制を

確立しました。 

「Hardlockeyのような便利ツールの活用という観点からは、逆行する運用体制ですね（笑）。

ただし、情報リテラシーのバラツキが顕著に見られたので、そのボトムアップが進むまで

は、たとえ不便であっても厳重な取り扱い体制であることを重視しました」（加藤先生）。 

 佐々木教頭もこう評します。「本来ならば簡単に使えるセキュリティの仕組みですが、あ

えてひと手間かけさせてしまって先生方には迷惑をかけていますが、少々面倒でもこうい

った習慣づけを通じ、取り扱う個人情報の重要さを改めて認識してもらえます」。 

 空間的には、専用端末のある職員室内スペースでしか作業できないという徹底ぶりです。

この、物理的、論理的、空間的な三位一体の運用体制で、多少の不便さを厭わず厳格に情

報を取り扱っています。 

 

 

「県内初の中高一貫校ということで、大勢の関係者が

外部から見学に来られます。その中でも情報担当の先生

方は、やはりセキュリティ管理を含めた IT 環境の整備

で頭を悩まされているケースが多いですね。そんなとき、

私たちの運用手法と Hardlockey についてお話しすると、

非常に興味を持たれます」（加藤先生）。 

 今後、同校では「効率向上を目標にした業務フロー改

革と、成績だけじゃない生徒の個人情報の取り扱いの厳

格化」（加藤先生）に向け、より使える IT 環境の整備に

着手していく計画があるそう。 

 そしてなにより「2006 年度には初級システムアドミ

ニストレータの資格取得を11名の生徒が果たしました。

これは、普段の授業で PC やネットワークを使いこなし

ているからこそ、という自負があります。それをもう一

歩、推し進め、生徒らが調べ学習や CAD などの実習だけでなく、横手清陵学院のオリジナ

ルの情報を世界に向けて発する、“情報発信”というフェーズに高めたい」（加藤先生）との

こと。中高一貫教育のモデル校として取り上げられることの多い同校ならではの先を見据

えた取り組みで、これからも積極的に情報教育を推し進めていく様子です。そんな同校を

「差し込まなければ使えないというのは、人間の行動パターンにマッチしていて、あまり

PC や IT に明るくない人間にも使いやすいという印象ですね」と佐々木教頭が評する

▲普通教室や校内に設置され

ている無線 LAN。無線化によ

り授業貸し出し用ノート PC

を使って生徒は自由に学習に

取り組める体制が用意されて

いる。 



Hardlockey がカゲながら支援しているのは、言うまでもないでしょう。 
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